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改版履歴

版数 改訂日 該当頁

/該当項目

改訂の要点

5.0.0 2020/03/31 3、5、8、13、
18、24、29、42

・「Ver.4」から「Ver.5」へバージョンを変更
・「Ver.3」から「Ver.4」へバージョンを変更

10、11、15、16、
20、27、32、43、
44、45、46、51、

52、72、90、
115、116、117、
128、129、160、
165、171、195、
200、208、209、
212、217、218、
240、247、274、
279、363、364、
365、366、367

・参照先ページを変更

36 ・「Windows 7」の記載を削除

113、192、268、
319

・バージョン情報の画面イメージの変更

322～330 ・新規メール作成でのエラーメッセージにおいて、出力されなく
なったエラーメッセージを削除

332～340 ・メール送受信でのエラーメッセージにおいて、出力されなくなっ
たエラーメッセージを削除

341 ・環境設定情報でのエラーメッセージにおいて、出力されなくなっ
たエラーメッセージを削除

418、419 ・「付録Ｄ. 検索機能」の追加

8～419 ・Windows10の動作画面に差替

5.0.1 2020/05/23 34 ・出力フォルダに「保存機能」で保存時の説明を追記

44、116、195 ・連絡文書情報の添付ファイルが圧縮ファイルである場合の「保存
機能」の説明を追記

66、67、151、
154、155、234

・「保存機能」の追加に伴う添付確認画面、印刷情報画面イメージ
と操作説明の変更

67、151、155、
235

・＜連携システム説明＞「解凍保存機能」の説明にパスワード付
ZIPファイルの取り扱いを追記、「保存機能」を追加

70、158、238 ・メール削除時に「保存機能」で保存したファイルの取り扱いを追
記
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２．６．インストール後のフォルダ構成

添付確認などで解凍保存また
は保存を実行すると、ここに
ファイルが格納されます。

送信するファイルをここに格納
します。

伝送通信ソフトをインストール
すると、インストールフォルダ
配下に右のフォルダが作成され
ます。

２．実行環境設定

年金特徴用フォルダ

障害者総合支援用
フォルダ

このフォルダが[環境設定情報]
画面の[フォルダ指定]の初期設
定になっています。

介護保険用フォルダ
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① 伝送通信ソフトのメール受信機
能を使い、国保連合会より審査
支払情報を受信します。

↓ 

「４．４．メール送受信」

（メールを一括で受信する場合）

「４．２０．メール選択受信」

（メールを一覧から選択して受信

する場合）

② 受信データを都道府県／保険者
／福祉事務所側システムへ取り
込む場合、伝送通信ソフトの
[添付確認]画面で「解凍保存機
能」を使用し、受信したファイ
ルを解凍・保存します。

高額合算の介護データを印刷す
る場合、審査支払情報の[添付
確認]画面で「高額合算帳票印
刷機能」を使用します。

連絡文書情報として受信した高
額合算の国保分データについて
は、連絡文書情報の[添付確認]
画面で「高額合算(国保データ)
解凍保存機能」を使用し、高額
合算エントリー機能の入力フォ
ルダに解凍・保存できます。

連絡文書情報として受信した
メールの添付ファイルが圧縮
ファイル（パスワード付ZIP
ファイルを含む）である場合、
解凍せずに保存することもでき
ます。

↓ 

③出力フォルダに作成されたファ
イルをＭＯ等へ格納し、都道府
県／保険者／福祉事務所側のシ
ステムへ取込みます。

４．伝送通信ソフト操作手順（介護保険編）

４．１．２ 受信処理 ＜受信処理＞

送信処理

国保連合会

業務システム
（介護保険審査支払等システム）

メール受信
「４.４．メール送受信」

メール選択受信
「４.２０．メール選択受信」

審査支払情報
「４.６．審査支払情報ボックス」

①

②

③

「４．６．審査支払情報ボックス」

「４．９．連絡文書ボックス」

連絡文書情報
「４.９．連絡文書ボックス」

解凍済み
または
未解凍の
添付ファイル

②

※高額合算エントリー機能を使用している場合、伝送通信ソフトで審査支
払情報または連絡文書情報として受信した高額合算における交換情報
（自己負担額確認情報）を高額合算エントリー機能で取込み、補正済自
己負担額情報を作成すること等が行えます。
詳細な操作方法については「高額合算エントリー機能マニュアル」を参
照してください。

交換情報ファイル

CSV

③

高額合算の国保分
交換情報ファイル

CSV
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４．９．連絡文書ボックス

メイン画面の[連絡文書]ボック
スには、国保連合会より受信し
た連絡文書メールの結果が格納
されます。受信したデータは、
[添付確認]画面で指定フォルダ
へ格納することができます。

①[連絡文書]をクリックして、
受信したメールの結果を表示
します。

国保連合会より受信した添付
ファイルが確認できます。

④[保存先指定]をクリックして、
ファイルを保存する先を指定
します。

⑤[実行]をクリックして、一覧に
表示されている全ファイルを
保存します。

４．伝送通信ソフト操作手順（介護保険編）

＜[給付実績検索システム]との
連携を行う場合＞

｢４.６.審査支払情報ボックス｣
を参照してください。

③[解凍保存機能]または[保存機
能]をチェックします。

連絡文書メールの場合、データ
種別名は「*」と表示されます。

“添付ファイルの数”はメールに

添付されたファイル数であり、
解凍後のファイル数とは異なり
ます。

［給付実績情報検索表示機能］について
通常は連絡文書メールに給付実績検索システムのファイルを添付される
ことはありません。

②表示したいメールをダブルク
リックします。
又は、ツールバーより[オプシ
ョン(O)]→[内容確認(K)]をク
リックすることでも同様の操
作ができます。
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＜連携システム説明＞

＜項目＞ ＜説明＞

解凍保存機能 ・メールに添付されている全てのファイルを、指定した
フォルダに保存します。

・圧縮されているファイルは自動で解凍されますが、圧縮
ファイル内のフォルダ構成は再現されません。
ファイルのみが解凍保存されます。
※パスワード付ZIPファイルは解凍できません

エラーメッセージ（～BadPassword～）が表示された
場合、[保存機能]を使用してください

・保存先フォルダに解凍保存する圧縮ファイル内のファイ
ルと同名のファイルが存在する場合は、無条件に上書き
されます。

保存機能 ・メールに添付されている全てのファイルを、指定した
フォルダに保存します。

・圧縮されているファイルは解凍されません。

・保存先フォルダに同名のファイルが存在する場合は、
無条件に上書きされます。

給付実績情報
検索表示機能

・メールに添付されている全てのファイルを、指定した
フォルダへ、保険者番号・処理年月・データ種別毎に
フォルダを作成し、保存します。

・保存先フォルダに解凍保存する圧縮ファイル内のファイ
ルと同名のファイルが存在する場合は、無条件に上書き
されます。

・給付実績検索システムを起動し、保存したファイルを取
り込む操作を行ってください。

高額合算
(国保データ)

解凍保存機能

・メールに添付されている全てのファイルを、指定した
フォルダ（高額合算エントリー機能の入力フォルダ）に
保存します。

・保存先フォルダに解凍保存する圧縮ファイル内のファイ
ルと同名のファイルが存在する場合は、無条件に上書き
されます。

・高額合算エントリー機能を起動し、保存したファイルを
取り込む操作を行ってください。

４．伝送通信ソフト操作手順（介護保険編）

④[保存先指定]をクリックして、
ファイルを保存する先を指定
します。

⑤[実行]をクリックして、一覧に
表示されている全ファイルを
保存します。

③[高額合算(国保データ)解凍
保存機能]をチェックします。

＜連携ｼｽﾃﾑが［高額合算(国保
データ)解凍保存機能]の場合＞

連絡電文で送付された高額合算
(国保)の交換情報を高額合算エン
トリー機能に取り込むには、高額
合算(国保データ)解凍保存機能を
選択します。
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[送信結果]、[審査支払情報]、
[連絡文書]ボックスを選択して
メールの削除を行う場合、それ
ぞれのメールをダブルクリック
して表示される詳細も全て削除
されます。

[送信結果](データ送信電文)
選択したメールに対する到達確認
情報、受付点検情報、取消情報、
受付点検情報に添付されている
拡張情報ファイルも全て削除
されます。

[審査支払情報]
審査支払情報に添付されている
ファイルも全て削除されます。
但し、[解凍保存機能]等を使用し
てファイルを保存した場合は、
保存先に残ります。

[連絡文書]
連絡情報に添付されている
ファイルも全て削除されます。
但し、[解凍保存機能]または
[保存機能]を使用してファイル
を保存した場合は、保存先に残
ります。

４．伝送通信ソフト操作手順（介護保険編）



解凍済み
または
未解凍の
添付ファイル
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① 伝送通信ソフトのメール受信機
能を使い、国保連合会より交換
情報を受信します。

↓ 

「５．４．メール送受信」
（メールを一括で受信する場合）

「５．１９．メール選択受信」
（メールを一覧から選択して受信

する場合）

② 受信データを市町村側システム
へ取り込む場合、伝送通信ソフ
トの添付確認画面で「解凍保存
機能」を使用し、受信したファ
イルを解凍・保存します。

連絡文書情報として受信した高
額合算の国保分データについて
は、連絡文書情報の[添付確認]
画面で「高額合算(国保データ)
解凍保存機能」を使用し、高額
合算エントリー機能の入力フォ
ルダに解凍・保存できます。

連絡文書情報として受信したメー
ルの添付ファイルが圧縮ファイル
（パスワード付ZIPファイルを含む）
である場合、解凍せずに保存する
こともできます。

↓ 

「５．６．点検済情報ボックス」

「５．９．印刷情報ボックス」

「５．１０．連絡文書ボックス」

③出力フォルダに作成されたファ
イルをＭＯ等へ格納し、市町村
側のシステムへ取込みます。

５．伝送通信ソフト操作手順（障害者総合支援編）

５．１．２ 受信処理

＜受信処理＞

送信処理

国保連合会

業務システム
（障害者総合支援給付

審査支払等システム）

メール受信
「3.5 メール送受信」

メール受信
「５.４．メール送受信」

メール選択受信
「５.１９．メール選択受信」

点検済情報
「５.６．点検済情報ボックス」

PDF
CSV

①

②

③

印刷情報
「５.９．印刷情報ボックス」

連絡文書情報
「５.１０．連絡文書ボックス」

②

②

③ ③

※障害者総合支援エントリー機能を使用している場合、伝送通信ソフトで点
検済情報として受信した一次審査結果票情報を障害者総合支援エントリー
機能で取込み、取込んだデータから二次審査結果票情報を作成することが
できます。詳細な操作方法については「障害者総合支援エントリー機能マ
ニュアル」を参照してください。

※高額合算エントリー機能を使用している場合、伝送通信ソフトで連絡文
書情報として受信した高額合算における国保分交換情報（自己負担額確
認情報）を高額合算エントリー機能で取込み、補正済自己負担額情報を
作成することが行えます。
詳細な操作方法については「高額合算エントリー機能マニュアル」を参
照してください。

障害者総合支援の
点検済情報ファイル

高額合算の国保分
交換情報ファイル

CSV
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④[実行]をクリックして、一覧に
表示されている全ファイルを
保存します。

③[解凍保存機能]または[保存機
能]を選択した時、[保存先指定
]をクリックして、ファイルを
保存する先を指定します。

印刷情報のファイルをダブルクリ
ックすることで、PDFファイル
を表示することができます。

Adobe Reader(PDF表示)の注意
必ずAdobe Reader画面を閉じた後で、[印刷情報]画面を閉じて
ください。

＜連携システム説明＞

＜項目＞ ＜説明＞

解凍保存機能 ・メールに添付されている全てのファイルを、指定した
フォルダに保存します。

・この時、圧縮されているファイルは自動で解凍されます
が、圧縮ファイル内のフォルダ構成は再現されません。
ファイルのみが解凍保存されます。
※パスワード付ZIPファイルは解凍できません
エラーメッセージ（～BadPassword～）が表示された
場合、[保存機能]を使用してください

・また、出力先フォルダに解凍保存する圧縮ファル内の
ファイルと同名のファイルが存在する場合は、無条件に
上書きされます。

保存機能 ・メールに添付されている全てのファイルを、指定した
フォルダに保存します。

・圧縮されているファイルは解凍されません。

・保存先フォルダに同名のファイルが存在する場合は、
無条件に上書きされます。

５．伝送通信ソフト操作手順（障害者総合支援編）

“添付ファイルの数”はメールに

添付された圧縮ファイル数であ
り、一覧に表示されている解凍
後のPDFファイルの数とは異
なります。
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５．１０．連絡文書ボックス

メイン画面の[連絡文書]ボック
スには、国保連合会より受信し
た連絡文書メールの結果が格納
されます。受信したデータは、
[添付確認]画面で指定フォルダ
への格納、および印刷対象の
ファイルの印刷をすることがで
きます。

①[連絡文書]をクリックして、
受信したメールの結果を表示
します。

②表示したいメールをダブルク
リックします。
または、ツールバーより[オプシ
ョン(O)]→[内容確認(K)]をク
リックすることでも同様の操作
ができます。

国保連合会より受信した添付
ファイルが確認できます。

④[保存先指定]をクリックして、
ファイルを保存する先を指定
します。

⑤[実行]をクリックして、一覧に
表示されている全ファイルを
保存します。

５．伝送通信ソフト操作手順（障害者総合支援編）

③[解凍保存機能]または[保存機
能]をチェックします。

［帳票印刷機能]の操作は ｢５.
６.点検済情報ボックス｣を参照
してください。

［帳票印刷機能］について
通常は連絡電文に印刷対象のファイルを添付されることはありません。
連合会より連絡電文に印刷対象のファイルを添付した旨の連絡があった
場合に使用してください。

“添付ファイルの数”はメールに

添付されたファイル数であり、
解凍後のファイル数とは異なり
ます。

連絡文書メールの場合、データ
種別名は「*」と表示されます。
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＜連携システム説明＞

＜項目＞ ＜説明＞

解凍保存機能 ・メールに添付されている全てのファイルを、指定した
フォルダに保存します。

・この時、圧縮されているファイルは自動で解凍されます
が、圧縮ファイル内のフォルダ構成は再現されません。
ファイルのみが解凍保存されます。
※パスワード付ZIPファイルは解凍できません
エラーメッセージ（～BadPassword～）が表示された
場合、[保存機能]を使用してください

・また、保存先フォルダに解凍保存する圧縮ファイル内
のファイルと同名のファイルが存在する場合は、無条件
に上書きされます。

保存機能 ・メールに添付されている全てのファイルを、指定した
フォルダに保存します。

・圧縮されているファイルは解凍されません。

・保存先フォルダに同名のファイルが存在する場合は、
無条件に上書きされます。

帳票印刷機能 ・メールに添付されている印刷対象のファイルを印刷プレ
ビューまたはプリンタ出力できます。

高額合算
(国保データ)

解凍保存機能

・メールに添付されている全てのファイルを、指定した
フォルダ（高額合算エントリー機能の入力フォルダ）に
保存します。

・保存先フォルダに解凍保存する圧縮ファイル内のファイ
ルと同名のファイルが存在する場合は、無条件に上書き
されます。

・高額合算エントリー機能を起動し、保存したファイルを
取り込む操作を行ってください。

５．伝送通信ソフト操作手順（障害者総合支援編）

④[保存先指定]をクリックして、
ファイルを保存する先を指定
します。

⑤[実行]をクリックして、一覧に
表示されている全ファイルを
保存します。

③[高額合算(国保データ)解凍
保存機能]をチェックします。

＜連携ｼｽﾃﾑが［高額合算(国保
データ)解凍保存機能]の場合＞

連絡電文で送付された高額合算
(国保)の交換情報を高額合算エン
トリー機能に取り込むには、高額
合算(国保データ)解凍保存機能を
選択します。
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[送信結果]、[点検済情報]、
[印刷情報]、[連絡文書]
ボックスを選択してメールの
削除を行う場合、それぞれの
メールをダブルクリックして
表示される詳細も全て削除
されます。

[送信結果]
選択したメールに対する到達確認
情報、受付点検情報、取消情報、
受付点検情報に添付されている
拡張情報ファイルも全て削除
されます。

[点検済]
点検済情報に添付されている
ファイルも全て削除されます。
ただし、[解凍保存機能]を使用
してファイルを保存した場合は、
保存先に残ります。

[印刷]
印刷電文に添付されている
ファイルも全て削除されます。
ただし、[解凍保存機能]または
[保存機能]を使用してファイル
を保存した場合は、保存先に残
ります。

[連絡文書]
連絡情報に添付されている
ファイルも全て削除されます。
ただし、[解凍保存機能]または
[保存機能]を使用してファイル
を保存した場合は、保存先に残
ります。

５．伝送通信ソフト操作手順（障害者総合支援編）
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① 伝送通信ソフトのメール受信機
能を使い、国保連合会より回付
情報を受信します。

↓ 

② 受信データを市町村側システム
へ取り込む場合、伝送通信ソフ
トの[添付確認]画面で「解凍保
存機能」を使用し、受信した
ファイルを解凍・保存します。

交換情報の場合、コントロール
レコード等を取り除いたＤＴＡ
ファイルへ変換されます。

連絡文書情報として受信したメー
ルの添付ファイルが圧縮ファイル
（パスワード付ZIPファイルを含む）
である場合、解凍せずに保存する
こともできます。

↓ 

「６．６．交換情報ボックス」

「６．９．連絡文書ボックス」

③ 出力フォルダに作成されたファ
イルをＭＯ等へ格納し、市町村
側のシステムへ取込みます。

６．１．２ 受信処理

＜受信処理＞

送信処理

国保連合会

業務システム
（特別徴収経由機関サブシステム）

メール受信
「６.４．メール送受信」

メール選択受信
「６.１７．メール選択受信」

交換情報（解凍保存）
「６.６．交換情報ボックス」

ＤＴＡファイル

①

②

③

６．伝送通信ソフト操作手順（年金特徴編）

「６．４．メール送受信」
（メールを一括で受信する場合）

「６．１７．メール選択受信」
（メールを一覧から選択して受信

する場合）

連絡文書情報（解凍保存/保存）
「６.９．連絡文書ボックス」

解凍または未解凍した

添付ファイル

②

③
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６．９．連絡文書ボックス

メイン画面の[連絡文書]ボッ
クスには、国保連合会より受
信した連絡文書メールの結果
が格納されます。受信データ
を[添付確認]画面で指定フォ
ルダへ格納することができま
す。

①[連絡文書]をクリックして、
受信したメールの結果を表示
します。

②表示したいメールをダブルク
リックします。
または、ツールバーより[オプシ
ョン(O)]→[内容確認(K)]をク
リックすることで同様の操作
ができます。

国保連合会より受信した添付
ファイルが確認できます。

④[保存先指定]をクリックして、
ファイルを保存する先を指定
します。

⑤[実行]をクリックして、一覧に
表示されている全ファイルを
保存します。

６．伝送通信ソフト操作手順（年金特徴編）

“添付ファイルの数”は、メール

に添付されたファイル数であり、
解凍後のファイル数とは異なり
ます。

連絡文書メールの場合、データ
種別名は「*」と表示されます。

③[解凍保存機能]または[保存機
能]をチェックします。
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＜連携システム説明＞

＜項目＞ ＜説明＞

解凍保存機能 ・メールに添付されている全てのファイルを、指定した
フォルダに保存します。

・この時、圧縮されているファイルは自動で解凍されます
が、圧縮ファイル内のフォルダ構成は再現されません。
ファイルのみが解凍保存されます。
※パスワード付ZIPファイルは解凍できません
エラーメッセージ（～BadPassword～）が表示された
場合、[保存機能]を使用してください

・また、出力先フォルダに解凍保存する圧縮ファイル内
のファイルと同名のファイルが存在する場合は、無条件
に上書きされます。

保存機能 ・メールに添付されている全てのファイルを、指定した
フォルダに保存します。

・圧縮されているファイルは解凍されません。

・保存先フォルダに同名のファイルが存在する場合は、
無条件に上書きされます。

６．伝送通信ソフト操作手順（年金特徴編）
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[送信結果]、[交換情報]、
[連絡文書]ボックスを選択して
メールの削除を行う場合、それ
ぞれのメールをダブルクリック
して表示される詳細も全て削除
されます。

[送信結果](データ送信電文)
選択したメールに対する到達確認
情報、受付点検情報、取消情報、
受付点検情報に添付されている
拡張情報ファイルも全て削除さ
れます。

[交換情報]
交換情報に添付されているファ
イルも全て削除されます。
但し、[解凍保存機能]を使用し
てファイルを保存した場合は、
保存先に残ります。

[連絡文書]
連絡情報に添付されているファ
イルも全て削除されます。
但し、[解凍保存機能]または
[保存機能]を使用してファイル
を保存した場合は、保存先に残
ります。

６．伝送通信ソフト操作手順（年金特徴編）


